
本日は二人で頑張ります 

フラッシュモブ実行委員会共催 
「わーくワークショップ」 
２０１４年６月２２日（日）実施 
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現代・たまプラ版「御用聞き」 

「たまプ  食」プロジェクト 

「御用が有れば、いつでも食のコンシェルジュ」 

2014.10.04 最終報告会資料 
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本日の報告内容 

Ⅰ これまでの活動・成果 
 
 
Ⅱ これからの活動 
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Ⅰ これまでの活動・成果 
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活動履歴 

③実施計画立案 
②ヒアリング（現状分析とニーズ調査） 
①立案と活動の土台作り（協力体制、コネクション） 

学びの活動支援部門 

⑤イベント開催（始動準備） 
④インタビュー調査（実現性の検証） 

⑥御用聞きシステム開発開始 
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立案～調査 

□日付限定ならやりたい 
□サービスを提供する人のターゲットは 
  ・色々なつながりを求める若者 
  ・地域に貢献したいリタイア世代 

食事会に招待されたら是非行きたい 

サービスを提供する人 サービスを受ける人 

お金をもらえないと私はやらない 

顔見知りだと安心する 

お金で解決したほうが楽 

７０代女性 
（美しが丘１丁目在住） 

７０代女性 
（美しが丘１丁目在住） 

６０代女性 
（美しが丘３丁目在住） 

定年も近い事だし、そろそろ地域とのかかわ
りを持ちたい。自分でも役に立てるかな？ 

２０代女性 
（美しが丘１丁目在住） 

５０代男性 
（美しが丘西在住） 

３０代女性 
（美しが１丁目在住） 

時間が合うときは手伝いたい 

結婚を申し込んだあのドイツレストラン、 
まだやってるかなぁ？ 

先日も御用聞きを呼んだ。 
地域の人が手伝ってくれるなら助かる 

ターゲット 若者世代（10～20代） リタイア世代（60～70代） 

結果 

取組み 

ポイント 

取組み内容 

結論 

参加意向 
①御用聞き 

求めること 

お金をくれるならやる 
「お金が優先」 

無理なくやりたい 
「例えば月に一回とか負担にならない

程度なら参加したい」 
是非やりたい やるのが当たり前 

「やると決めている」 

お金 コミュニケーション ― 
やりがい/生きがい 

「地域の為に何かしたい」 

色々な人との 
出会い/つながり 
自分の成長 

年配の方から知恵を 
学べる機会 

タイプ 

色々な人とつながりたい（異業種懇談会/朝活） 役に立ちたい/自分の能力を活かしたい 

やることはやぶさかではない。時間の余裕次第 

自分らしく生きたい 

当たり前 

アクティブに趣味を楽しむ 

コア特性 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに対する姿勢 

生活 

持っていないがそれほど使わない 自分のこだわりには使う お金 

日時を指定したイベントを開催 

今出来ること/ 
今しか出来ないこと 

活躍できる 
「自分にできることは？」 

信頼関係を築ける機会 自分の特技を披露 
できる機会 

信頼関係を築いた上での御用聞きを実施 

参加意向 
②イベント 

時間が合えば参加する 参加したい 

ターゲット① ターゲット② 

サービスを受ける
人が主役になる 

参加者主体、「サービスをしてあげる」というよりも、サービスを受ける人が「自分が必要とされている」、「一緒に作り上
げている」と思えるイベントとを開催 

・スモールスタートでの実施 
・イベント開催 

①ヒアリング（サービスの需要性を確認） ②インタビュー（サービス提供者のターゲット選定） 

サービスを提供する人/サービスを受ける人共に 
利用者したい人はいる（したくない人もいる） 

想い・・・地域の役に立ちたい、笑顔が見たい。 
やること・・・たまプラ版御用聞きの実施（食をテーマとした御用聞きから開始） 
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［活動］  イベント実施 

□概要 
・楽器作りワークショップと食事のイベント 
・食事は「チーム東浦」、「チーム石塚グループ」、「チーム藤本」の男性チーム同士の料理対決 
・みんなで食べることにより、多世代交流のニーズを掴む 
・地域の素材を活用 

□結果 
・子供からシニアまで多世代の方が参加し、「楽しかった」という意見多数。 
・「食事（食べ物＋コミュニケーション）が笑顔の素になることを確認。 

□次の展開 
・御用聞きの中に「食」を織り込んだシステムの開発。 
・多世代が交流できるマッチングシステムを目指す。 
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（参考）イベントの様子 
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システム開発 

DBサーバ

音声応答

プッシュトーン取得

サービス提供者

サービス利用者

サービス提供者
検索/表示

サービス提供者
アプリ接続

アプリサーバ

シャープ
サーバシステム

サービス提供者
登録/編集/削除

・利用者から問い合わせ
・利用するジャンルを入力

希望日時

希望日時を入力

SCDL DB検索

依頼交渉

・協力者はスマホで引受ボタン押下
・状況をSCDL DBに反映

今すぐ

協力者に
連絡

応答なし

次の協力者を
検索

応答

Yes

NG

マッチ

アンマッチ

別の日時を
選択する？

終了

No

OK

・手伝い内容
（ジャンル）
・希望する場所／
日／曜日／時間

サーバー

WEB
情報登録

手数料：20％

①事前登録

③サービス提供

④報酬支払い＋評価

支払い報酬支払い
銀行振り込み
or プリカ方式
or 電子マネー

*1,000万以下であれば、保証金なし

依頼に対する状況を入力
•引受(移動中)
•サービス提供中
•完了

②ご用聞き依頼 電話（プッシュトーン）
依頼・ざっくり検索

電話（通話）
電話接続・交渉

報酬支払

提供者ステータス

サービス提供

マッチング

他グループとの打合せ内容を参考にトライアルでの仕様へ落とし込む 
  （打合せ時の意見） 
  ・自動化したシステムではなく、人が介在したほうがやりやすそう 
  ・単なる御用聞きだけでなくスキルとニーズとのマッチングサービスまでを考えている 
  ・地域住民によるポスティングサービスと連携した見守りサービスをしたらどうか 

ご用聞きマッチングシステムを開発中（→トライアルを実施） 

概要 システム フロー 

電話で御用聞き依頼 
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Ⅱ これからの活動 
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以前の資料より 
□言っていることはずっと変わっていません。少しずつ進めています。 
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今後の活動 

③実施計画立案 
②ヒアリング（現状分析とニーズ調査） 
①活動の土台作り（協力体制、コネクション） 

⑤イベント開催 
④インタビュー調査（実現性の検証） 

⑥御用聞きシステム（プロトタイプ）開発開始 

⑦ビジネスモデルの精査 

⑨地域全体としてのまちづくりトータル展開 

⑧プロトタイプの運用 
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ビジネスモデルの精査 

□地域まちづくり事業組織と事業内容について協議 
 （自立可能な事業化を目指す） 
 
□まちづくりトータル展開案（検討中） 
 Ａ御用聞き、人材データベースの横展開 
 Ｂ見守り支援、ポスティングとの連携 
 Ｃノウハウを含めた地域外へ展開 
 
□シャープの資産を有効活用 
（見守りシステム等既存システムの活用による初期費用の最小化、ランニングでの収益化等） 

「食の御用聞き」に継続性があるか？ 

③見守りを含めたまちづくりのトータル提案 

［平均単価］ ９８０円×０．２ × ［１カ月あたりの利用回数］１０回  × ［登録人数］  ○人 
 登録人数：500人の場合   ： 980,000円／月 
 登録人数：2000人の場合 ： 3,920,000円／月 

・イニシャルコスト、 
・ランニングコスト（サーバー維持費、人件費（コンシェルジュ費用）） 
算出中 

国営、株式会社たまプラネットワークとともに試算中 
（見守りシステムの提供による初期費用の最小化、ランニングでの収益化等） 

※各システムにおける 

横展開が必須 
‐ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰのｼｽﾃﾑはNRIがｼｪｱ2/3以上 
 ・http://www.nri-social.co.jp/service/a80 

ヒアリングしている感触では 
初期費用で１件数百万円が限度 

・テレビ見守り＋ポスティングサービス 
・健康コックピット＋地域包括ケア 
・地域の人材活用（スキルマッチング） 
・定期的なゴミ捨て＋買い物（団地の高層階住居者へ） 

たまプ楽食だけでは 
投資回収/システム維持 
が難しい 
（事業規模が小さい、利益につながりにくい） 

システム開発の 
初期費用投資を抑えたい 

運営コストを抑えたい 

継続していくための 
適正な利益をあげたい 
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プロトタイプの運用とトータル展開の具体案 

データベース 
サーバー 

御用聞き 

スキル 

子育て支援 

イベント 

Ａ、御用聞き、人材データベースの横展開 

提供する人 提供される人 

・買い物 
・定期的なゴミ捨て 
・電球取り替え 
 等から 

他の地域へ 
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トータル展開の具体案 

ポスティングサービス拠点 
見守りセンター機能 

美しが丘１丁目～３丁目のご自宅 見守り世帯の息子・娘世帯 

・日々のコミュニケーション 
・写真・動画（テレビで見る） 

・見守り情報 

ポスティング 

②異変を連絡 

③確認依頼 

ポスティング 
＋ 

地域の安全・安心 

①異変 

④確認 

テレビ 

ＳＴＢ 
ＰＣ・テレビ・スマフォ 

Ｂ、見守り支援、ポスティングとの連携 
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高まった 
18% 

少し高
まった 
47% 

今までと
変わらな
い 

23% 

その他 
12% 

回答 

92% 

未回

答 

8% 

テレビによる「体調伺い」回答率 

参加者にシステムは十分に活用されている 

「テレビ見守りサービス」実証実験 事例（埼玉県北本市） 

過半数の人に「安心感」を提供 

19 

＜参加者アンケート＞ 
見守りテレビで安心感は高まりましたか 

 ■ 場所：埼玉県北本市 UR北本団地 
 ■ 対象者：65歳以上の高齢者を対象に調査 （平均年齢71歳）     
 ■ 期間：2012年7月～9月末（終了済み） 
 ■ 実験概要： 
  ・ テレビの電源を入れると自動的に見守りテレビ画面を表示 
  ・ 一日一回、健康状態をお伺いする体調アンケート画面を表示。 
  ・ 体調アンケート回答後は自治体情報画面を表示。 
  ・ ごみの日情報、自治会や市役所からのお知らせ天気予報を提供。 
  ①安心感が高まった、と65%の方が回答。 
   ②サービス料を支払っても使いたい、と70％の方が回答。  

■実証実験の結果 
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■ イベント案内の受信 

お祭りや食事会等のイベント案内を 
配信して、高齢者の外出を促します。 

■ コンテンツの作成・配信 ■ 見守る側の見守り画面 

見守る側 ご家族 

見守る側のＰＣで、テレビ使用状況や 
体調アンケート結果などを確認 

・イベント等のコンテンツを容易に作成 
・体調アンケート、イベント案内を配信 

・ テレビリモコンで簡単操作 

■ テレビのOn/Off情報 
  ＆ 体調アンケ－ト 

高齢者宅 

見守る側 

親のテレビ使用状況や体調アンケート 
結果を、離れて暮すご家族にメール送信 

■ ご家族へのメール送信 

未病倶楽部

ココロボ～ド

プッシュ型
コミュニケーションサービス

ＨＥＭＳ
データ

バイタル
データ

テレビ見守り
データ

高齢者見守り情報

バイタルデータ

アンチエージングゲーム

「テレビ見守りサービス」の特長・機能 
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神奈川県大井町での実証実験 
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神奈川県大井町での実証実験 
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報告は以上です。ご清聴ありがとうございました。 

「たまプ  食」プロジェクト 
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・コアメンバー   ：岸本 泰之、齋藤 嘉裕・洋介 

・活動（打ち合わせ）場所  ：浜松町（勤務地） 

     三越前（イーハンスタジオ） 

     たまプラーザ（駅周辺） 

・主な打合せ時間  ：日曜日・祝日、平日・土曜日夜 

「たまプ  食」プロジェクトの紹介 
■基本情報 

・商店街  →イベント開催拠点として実施について合意。 

・地域ケアプラザ →イベント開催拠点として。 
       他団体とのマッチングの企画へのご協力。 
・老人会  →イベント告知へのご協力。 

・３丁目カフェ →活動拠点、イベント開催拠点として検討。 

上記団体のほか、民生委員、ＡＯＢＡ＋ＡＲＴ、次世代郊外まちづくりの他団体 
ともコネクションを持ち、今後の活動の土台を作りました。 

■協力相手 
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